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　「この木なんの木、気になる木、名前も知ら

ない木ですから。」皆さんはこの歌をご存知で

しょうか？日本人なら知らない人はいないと思

いますが。日本の大企業日立グループのコマー

シャルの歌ですね。日立の木という歌ですが、

本日はこの歌の中の大きな「木」のことではな

く、「人間の心」という意味のほうの「気」に

ついてお話をさせて頂きます。日本語を勉強し

始めた頃は「気」という言葉をあまり意識した

ことはありませんでしたが、日本に来てから日

本人は「気持ち」の「気」という文字がついて

る言葉をよく使うことに気がつきました。今も

「気が付きました」という言葉を使いましたが、

皆さんはお気づきでしょうか。その「気苦労」

「気ままに」「気分一新」。。気がする。「わぁ、

気持ち悪い」「おい、何する気だ」「え～、本気

ですか」「いくつ例を挙げれば気が済むんで

しょ」いろいろあって日常会話の中でよく聞き

ます。「気」は「心」ではなく考え方という場

合もありますが、むしろ「心の持ちよう」とい

う意味が強いです。私はこれからの言葉が「い

つ」「どんな時に使われるか」を体験を通して

身体で覚えるようになりました。しかし、その

中でも未だに不思議に思っている言葉がいくつ

かあります。ある日、日本人の家に食事に招か

れました、電話でのコミュニケーションです。

「誘ってくれてありがとうございました。じゃ

あ私はジュースを持って行きますね」と話した

ら。「いやいや気を使わなくてもいいですよ」

という返事でした。私はこの「気を使う」とい

う言葉が気になります。「心を使う」という言

葉の意味が理解できませんでした。「私の心を

見てもいないのに私が心遣いするかどうかをど

うやってわかるのか」と不思議に思いました。

でも、今は分かります。「気を使う」は「心配

する」っていう意味ですね。この日本人ならで

はの豊かな心遣いの表現は日常会話だけではな

く、日本のものづくりやサービスにまで及んで

いることは言うまでもありません。

　日本人は気を使ってものを作り、気に入って

もらうためにさらに細く仕上げてくれます。こ

れこそが日本人が誇る「メイドインジャパン」

の原点ではないかと私は思います。

グエン　ティ　トゥイ　リン
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気になる気
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